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編
集
後
記

　
昨
年
一
月
十
日
、
約
四
十
年
に
わ
た
つ
て
塾
の
教
壇
に
た
た
れ
て
き
た
法
學

部
裂
授
及
川
恒
忠
先
生
が
塑
去
さ
れ
た
。
顧
み
れ
ば
一
昨
年
十
月
、
創
立
百
年

の
盛
大
な
記
念
式
典
が
日
吉
で
行
わ
れ
た
日
、
先
生
は
病
苦
を
押
し
て
参
列
さ

れ
た
が
、
こ
れ
が
先
生
の
最
後
の
御
登
校
で
あ
つ
た
と
は
、
塞
に
悲
し
い
思
い

出
で
あ
る
。

　
法
畢
研
究
編
集
委
員
會
は
、
昨
年
春
以
來
、
先
生
の
御
冥
漏
を
所
る
た
め
追

悼論

文
集
を
企
霊
し
、
そ
の
護
行
豫
定
日
を
御
一
周
忌
の
日
と
し
、
鋤
意
そ
の

準
備
を
す
す
め
て
き
た
が
、
原
稿
取
揃
え
の
不
手
際
や
、
そ
の
他
の
事
情
で
、

當
初
の
計
甕
通
り
に
は
進
行
せ
ず
、
裂
行
豫
定
日
は
、
若
干
く
り
の
べ
る
の
止

む
な
毒
に
至
つ
た
が
、
漸
く
こ
こ
に
編
集
童
霧
の
輔
切
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
及
川
先
生
が
政
治
學
科
の
最
長
老
教
授
で
あ
ら
れ
た
關
係
か
ら
、
執
筆
者

に
は
政
治
學
科
關
係
者
の
全
員
を
豫
定
し
、
そ
れ
に
法
律
藁
科
そ
の
他
有
志
の

参
加
を
あ
お
ぐ
手
筈
で
企
聲
し
た
と
こ
ろ
、
幸
に
も
大
方
の
御
協
ガ
を
賜
り
、

ほ
屠
錬
定
通
り
の
陣
容
を
以
て
印
刷
の
蓮
び
に
い
た
つ
た
こ
と
は
、
編
集
委
員

と
し
て
宴
に
喜
ば
し
い
次
第
で
あ
り
、
執
筆
者
各
位
に
封
し
衷
心
か
ら
感
謝
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
八
　
　
　
へ
七
二
四
）

意
を
表
し
た
い
。
と
同
時
に
、
こ
の
企
蓬
に
封
し
種
々
の
御
援
助
を
賜
つ
た
慶

籐
通
信
株
式
會
吐
取
締
役
蒙
編
集
部
長
中
村
懇
氏
並
び
に
校
正
の
任
に
當
た
ら

れ
た
同
吐
編
集
部
員
黒
田
昭
子
嬢
、
上
沼
澄
子
鋸
、
關
川
初
代
嬢
等
の
御
協
力

に
、
厚
く
御
禮
申
上
ぐ
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
昭
和
三
十
五
年
二
．
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
長
小
池
隆
一


